






昭和55年 8月より昭和60年 12月までの大阪市におけるVMAスポットテストによるマスス

クリーニングの実績は表 1に示した。昭和 60年度(4 月～12 月)は 13,907 件の検査を施行

したが、これは出生人口の約 66%に相当する。再検率は 1.2%で、この値は昭和 57 年よりお

おむね一定しており、我々の考案した簡易ペーパークロマトグラフィーがかなり貢献して

いる。この間に神経芽細胞腫の患者は発見されておらず、昨年度報告時と同数の 3名のまゝ

である。 

昭和 60 年 1月より制度化されたのを機会に、3ヵ月検診の通知を封書に改ため検査用ろ紙

を同封し、対象者全員に配布するようになった。さらに、検査結果も封書で通知するなど

行政サービスを向上させた。したがって、制度化された現在の問題点は、対象者の 66%に

とどまっている検査率の向上と、尿のうけ方の不備による再検査数(現在は検査件数の 6%)

の減少である。前者に対しては公報を利用した積極的な PR、後者に対しては保健婦による

家族への指導を徹底さす予定である。 


